
 

                           ３監公表第１０号 

 

                       

  地方自治法第１９９条第１４項の規定により、定期監査の結果に基づく措置

状況について通知を受けたので、同項の規定により次のとおり公表する。 

 

令和３年１０月２５日 

 

那珂川市監査委員 和志武 三樹男 

那珂川市監査委員 上 野   彰  

 

記 

 

１ 令和２年度定期監査 

 監査結果及び措置状況 

 

令和２年１１月３０日付け ２那監第１１３９号（社会教育課分）              

指  摘  事  項 措  置  状  況 

１ 市主催行事における補助金交付の

あり方について 

（１）スポーツ行事 

①水泳競技大会補助金 

  主催：那珂川市・市教育委員会・ 

市体育協会 

  主管：水泳競技大会実行委員会 

②健康スポーツフェスタ補助金  

  主催：那珂川市・市教育委員会・ 

市体育協会 

  主管：健康スポーツフェスタ実行

委員会 

③走ろう大会補助金  

主催：那珂川市・市教育委員会・ 

市体育協会 

主管：走ろう大会実行委員会  

補助金とは地方自治法第２３２条

１ 市主催行事における補助金交付

のあり方について 

（１）スポーツ行事 

 定期監査の指摘に基づき、課内に

て対応を検討。措置状況については

下記のとおりである。 

① 水泳競技大会補助金 

 令和３年度より指定管理者にて実

施へ変更。 

 

② 健康スポーツフェスタ補助金 

 令和４年度以降の運営形態につい

て、関係団体と検討中。 

  

③ 走ろう大会補助金 

 令和４年度以降の運営形態につい

て、関係団体と検討中。 



の２において、「普通地方公共団体

は、その公益上必要がある場合にお

いては、寄附又は補助をすることが

できる。」と規定されており、公営上

の必要性を認めた場合に支出するも

のである。 

本市においては、市が行うべき事

業（市主催事業）を団体もしくは実行

委員会に補助金を交付して実施して

いる場合が少なくないが、市の主催

であれば報償費、委託料あるいは負

担金といった支出科目が適当であ

る。 

上記（１）のスポーツ行事について

は、補助事業ではなく、委託事業とし

て実施する方法を検討されたい。 

 

２ 契約保証金の減免について 

契約保証金を免除できる場合が、

市契約規則第３４条第１項に規定さ

れている。 

地域学校協働活動運営業務委託他

４業務が、第７号「随意契約による場

合で、契約の性質又は目的により契

約保証金を納付させる必要がないと

認めるとき。」を適用し、契約保証金

の納付を免除しているが、同号は業

者の信頼性ではなく、その業務自体

が納付させる必要がない場合の条項

であり、同号の事由を適用して契約

保証金を減免することは不適切であ

り、適正な事務処理を行われたい。 

 

２ 契約保証金の減免について 

 放課後子供教室運営業務委託「た

んぽぽアンビシャス広場」及び放課

後子供教室運営業務委託「Enjoy 

CoCo!!」については、契約金額が５０

万円未満のため、市契約規則第３４

条第１項第６号の適用に変更してい

る。 

 地域学校協働活動運営業務委託、

学校週 5 日制指導員業務委託及び西

畑運動公園管理業務委託について

は、委託先となるシルバー人材セン

ターが過去２カ年の間に、本市の実

施事業において複数の契約を締結

し、すべてにわたり誠実に履行して

いるため、市契約規則第３４条第１

項第３号の適用に変更している。 

 

 

 

 


